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令和６年度学校評価報告書 
 

令和７年３月14日 
  
 北海道教育委員会教育長 様 
 

北海道苫小牧東高等学校長 印 
  
次のとおり令和６年度の学校評価について報告します。 

 
１ 本年度の重点目標 

１ 校風・伝統を継承しつつ、胆振東部の中心校として、生徒や保護者・地域の期待に応える。 
２ 生徒一人一人の進路実現を目指した、効果的な進度指導の実践。 

 
２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策 

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果 

 
 

教育課程・
学習指導 

・教育課程の見直し（特に情報の履修学年）
は早急に検討する必要がある。 
・1,2年次の地歴・公民科目の置き方、1年
次の理科３科目、３年次の情報 以上3つの
検討が必要である。 
・生徒たちに、授業と部活以外の世界を広
げる取組を行う。 
・職員同士の授業参観によるの研究研鑽 

・社会に役立つ学力の向上を目指してくだ
さい。 
・苫東の生徒にとって、将来的に必要なの
は「主体性」だと思うので、特に学習指導
でそのような力を育んで欲しい。 
・校内外で積極的に研修され授業改善し多
様な方法による指導を願う。 

改善方策 校内研修等を通して、主体的に学習に取り組めるようにするための授業の転換を行っ
たり、評価についての理解を教員全体が深める必要がある。 

 
 

生徒指導 

・生徒の自己判断能力を育成するために、
生徒自身の気づきや自主的・主体的な改善
を継続して強く促す。 
・啓蒙活動の仕方 
・自転車の乗り方やヘルメット着用などの
交通マナーの徹底 

・保護者アンケートや教員とのコミュニケ
ーションにより評価できる。 
・自転車ヘルメットの着用と交通安全の意
識向上を図ってほしい。 
・いじめの加害者とならないこと、人への
やさしさを身に付けてほしい。 

改善方策 地域・保護者・関係機関との連携も密にしながら、生徒の自主的・主体的な判断能力
を育成する方策を立てる。 

 
 

進路指導 

・学年業務と分掌業務を整理し、より効率
よく組織的に対応できる協働体制を整え
る。 
・指定校をもっと活用する。 

・本年度の進学実績が示すとおり、学校の
普段の努力の賜物だと思います。 
・個人に合った進路指導ではよく聞いてあ
げてください。 
・個々の進路希望実現のために、様々な面
で組織的に取り組んで欲しい。 

改善方策 生徒の自主的な学習態度の育成を進め、授業と課外学習の効果的な融合を図る。 
家庭学習の充実を図る。 

健康・安全
指導 

生徒を諸行事に積極的に参加させる雰囲
気を醸成し、心身の健康を促進させること
ができた。保健だよりを活用するなどして、
健康・安全意識を向上させることができた。 

・コロナから解放された効果を充分に活か
していると思います。 
・生徒の健康意識の向上に努めて欲しいで
す。 
・レベルの高い文武両道の精神をしっかり
と継承させて欲しい。 

改善方策 生徒の自主的・主体的な取組を推進し、心身の成長や健康安全に関する意識の涵養を
図る。 

公表方法 学校のＨＰに掲載するとともに、ＰＴＡ総会で資料を配付する。 

３ 添付資料 
(1) 令和６年度北海道苫小牧東高等学校保護者評価集計結果 


